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９月定例会の日程
9月9日 ～ 9月27日（19日間）

第２回臨時会の日程

9月9日 開会、市長の提案理由の説明
 諸報告、質疑

8月19日　　　開会、市長の提案理由の説明、質疑、討論採決、閉会　

　　10日 正・副議長選挙 
  各委員の選任等

　　18日 質疑・一般質問

12～17日 質疑

　　19日 一般質問・特別委員会

　　25日 質疑、委員会審査

20～24日 委員会審査

　　26日 委員長報告、討論採決
  質疑（追加提案）、討論採決（追加提案）   

　　27日 質疑（決算）、閉会    
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意見陳述会

TopicsTopics

新しい議会の構成決まる！ ❷❸

議員定数・報酬について、
 　　意見陳述会を開催しました

　　　　　　　～１０人の議員が市政全般に対して質問しました～

16

一般質問で市政を問う！ ❽～11

12～15
都市基盤整備対策特別委員会が
　　　　　　　　　　報告を行いました

広域ごみ処理施設対策
　 特別委員会を設置しました

～新体制のもと各議案を審議しました～

❹
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新しい議会の構成決まる
正
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
私
た
ち
は
、
９
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

高
砂
市
議
会
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
経
済
・
社
会
情
勢
が
続
く
中
、
地
方
分
権
、
財
政
健
全
化
、
治
水
対
策
事
業
な
ど
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
議
会
の
権
能
を
十
分
果
た
す
べ
く
、
議

会
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

円
滑
な
議
会
運
営
を
心
が
け
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
市
当
局
と
互
い
の
権
限
を
尊
重
し

合
い
、
協
力
し
て
、
高
砂
市
の
発
展
と
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
誠
心
誠
意
、
全
力
を
傾
注
す
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長
　
生
　
嶋
　
洋
　
一
　

副
議
長
　
西
　
野
　
　
　
勝
　

議　　長　生嶋　洋一
（９期目）

副 議 長　西野　　勝
（８期目）

監査委員　砂川　辰義
（３期目）

議
会
運
営
委
員
会

◎
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大　
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福　
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小　
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美
紀
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義
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議
会
改
革
検
討
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別
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決
算
特
別
委
員
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市
議
会
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り
編
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委
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会
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政
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総　務総　務

文教厚生文教厚生

建設環境経済建設環境経済
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◎福元　　昇
（民主クラブ）

○川端　宏明
（新政会）

中西　一智
（なかにしかずとも）

西野　　勝
（新政会）

砂川　辰義
（公明党）

 小松　美紀江 
（日本共産党）

生嶋　洋一
（新政会）

 木谷　勝郎
（財政・福祉ネット）

◎北畑　徹也
（新政会）

○迫川　高行
（公明党）

大塚　好子
（日本共産党）

鈴木　利信
（財政・福祉ネット）

松本　　均
（市民クラブ）

今竹　大祐
（新政会）

池本　　晃
（新政会）

◎鈴木　正典
（新政会）

○藤森　　誠
（新政会）

入江　正人
（新政会）

北野　誠一郎
（高砂再起動）

鷹尾　治久
（自彊/じきょう）

森　秀樹
（公明党）

横山　義夫
（民主クラブ）
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議 会 推 薦 農 業 委 員 会 委 員
高 砂 市 交 通 安 全 対 策 会 議 委 員
環 境 保 全 協 議 会 委 員
東 播 臨 海 救 急 医 療 協 会 評 議 員
加古川歯科保健センター運営協議会委員
東 播 磨 農 業 共 済 事 務 組 合 議 会 議 員
高 砂 市 社 会 教 育 委 員

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員

民 生 委 員 推 薦 会 委 員

高 砂 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員

高 砂 市 土 地 開 発 公 社 監 事
高 砂 西 港 再 整 備 推 進 協 議 会 委 員
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2
1
1
2
1

5

2

5

1
1

今竹　一史
生嶋　洋一
鈴木　正典
北畑　徹也
北畑　徹也
北畑　徹也
鷹尾　治久
藤森　　誠
森　　秀樹
入江　正人
小松美紀江
北野誠一郎
池本　　晃
鈴木　正典

◎入江　正人

　森　　秀樹

○横山　義夫

　鷹尾　治久

　藤森　　誠

　木谷　勝郎

　大塚　好子

◎ 委員長　○ 副委員長

井村　丹之
 
藤森　　誠
 
 
松本　　均
 
中西　一智
木谷　勝郎
鈴木　利信
迫川　高行
今竹　大祐

前橋　秀夫
 
 
 
 
 
 
大塚　好子
 
 
福元　　昇

人数 委　　　　員役　　職　　名

議 案 概 要〈第2回臨時会〉

議会選出各種委員会委員名簿

広域ごみ処理施設対策特別委員会

可決した事件議案
●訴訟上の和解について（弁護士報酬請求控訴事件に
ついて和解するもの）

可決した補正予算
●平成25年度高砂市一般会計補正予算

人　　　　　　事
●人権擁護委員の候補者の推薦について適任としました。
　　　　　　　　　　　　　　　高砂市米田町　　　　　　足立眞由美

●公平委員会委員を選任するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　　高砂市荒井町　　　　　　松尾　嘉彦

ごみ処理施設設置についての施設建設、広域化に係る周辺整備、その他諸課題を調査・研究
します。



議 案 概 要〈9月定例会〉

可決した事件議案
●工事請負契約の締結（（仮称）高砂市ユーアイ福祉
交流センター新築（建築）工事）
●工事請負契約の締結（中筋・北浜小学校、竜山・鹿
島中学校のプール耐震補強工事）

可決した条例議案
●高砂市部及び室設置条例の一部を改正する条例
 （滞納整理推進室の廃止、治水対策室の独立）
●高砂市職員の再任用に関する条例（再任用制度の導入）
●高砂市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
（再任用職員の勤務条件、給与、その他再任用制度導
入に関し必要な事項を定めるための条例改正）
●高砂市市税条例の一部を改正する条例
　（地方税法の一部改正に伴う条例改正）
●高砂市税外公債権の徴収に関する条例の一部を改正
する条例（税外公債権に係る延滞金の割合の特例措
置を改める条例改正）
●高砂市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　（国民健康保険料に係る延滞金の割合の特例措置を改
める条例改正）
●高砂市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す
る条例（後期高齢者医療制度の保険料に係る延滞金
の割合の特例措置を改める条例改正）
●高砂市介護保険条例の一部を改正する条例（介護保険
料に係る延滞金の割合の特例措置を改める条例改正）
●東播都市計画下水道高砂市公共下水道事業受益者負
担に関する条例の一部を改正する条例
　（下水道受益者負担金に係る延滞金の割合の特例措置
を定める条例改正）
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例
　（消防法施行令及び建築基準法施行令の一部改正に伴
う条例改正）

可決した補正予算
●平成25年度高砂市一般会計補正予算
●平成25年度高砂市一般会計補正予算
●平成25年度高砂市国民健康保険事業特別会計補正予算
●平成25年度高砂市下水道事業特別会計補正予算
●平成25年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
●平成25年度高砂市介護保険事業特別会計補正予算
●平成25年度高砂市水道事業会計補正予算
●平成25年度高砂市工業用水道事業会計補正予算
●平成25年度高砂市病院事業会計補正予算

可決した予算の主な事業
●地域安全対策事業（防犯カメラを設置する団体への
設置費用の一部補助）
●コンビニ収納システム導入事業（個人市民税及び固

定資産税のコンビニでの納付導入）
●（仮称）高砂市ユーアイ福祉交流センター建設事業
（工事の影響を確認するための事前調査）
●児童福祉施設措置事業（私立保育所に対し保育士の
処遇改善に要した費用を補助）
●斎場整備事業（タイルが剥離した外壁の補修工事及
び外壁全体の剥離防止のための改修工事）
●ごみ処理広域化対策事業（交通量等の調査）
●不燃焼物処理場整備事業（遮水シート等の補修工事）
●ため池改修事業
　（市ノ池、大池を改修するための基本設計委託）
●道路新設改良事業（用地買収、測量、物件調査費）
●橋りょう維持事業（荒井陸橋、歩道橋の点検）
●米田多目的整備事業（東屋とトイレの新設、駐車場
整備、防球フェンス新設、植栽等の整備工事）
●小学校施設耐震補強事業（体育館の吊天井等の落下
防止対策工事の設計業務委託）
●中学校施設耐震補強事業
　（武道場の吊天井、武道場及び体育館の設置器具の落
下防止対策工事の設計業務委託）

継続審議とした議案
●平成24年度高砂市一般会計歳入歳出決算認定
●平成24年度高砂市国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算認定
●平成24年度高砂市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成24年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計歳入
歳出決算認定
●平成24年度高砂市介護保険事業特別会計歳入歳出決
算認定
●平成24年度高砂市水道事業会計決算認定
●平成24年度高砂市工業用水道事業会計決算認定
●平成24年度高砂市病院事業会計決算認定

陳　情
採択
●「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の
財源確保のための意見書採択」に関する陳情について
不採択
●消費税増税の中止を求める意見書の提出を求める陳
情書
●ＴＰＰ交渉からの撤退に関する陳情書
継続審議
●「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出に
関する陳情
●「非核三原則の法制化」について
●「『子宮頸がん検診対策の充実』を促進し、ＨＰＶ予
防ワクチン接種事業の一時中止を求める意見書」提
出に関する陳情
●「原発事故子ども・被災者支援法」の速やかな具体化
を求める陳情
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2

委員会審査の概要報告

文教厚生常任委員会
　当委員会では、付託された条例議案３件、補正予算５件及び陳情１件、追加議案３件について審査しました。

【条例議案】
①高砂市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定めることについては、全員異議なく原案了承しました。
②高砂市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を定めることについては、全員異議なく原案了承し
ました。
③高砂市介護保険条例の一部を改正する条例を定めることについては、全員異議なく原案了承しました。

【補正予算】
①第８回　平成25年度一般会計補正予算
　（仮称）高砂市ユーアイ福祉交流センター建設事業１億７,８５０万円などを審議し、全員異議なく原案了承
しました。
②第１回　平成25年度高砂市国民健康保険事業特別会計補正予算は、賛成多数で原案了承しました。
③第１回　平成25年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計補正予算は、賛成多数で原案了承しました。
④第２回　平成25年度高砂市介護保険事業特別会計補正予算は、全員異議なく原案了承しました。
⑤第２回　平成25年度高砂市病院事業会計補正予算は、全員異議なく原案了承しました。

【陳情】
　・｢『子宮頸がん検診対策の充実』を促進し、ＨＰＶ予防ワクチン接種事業の一時中止を求める意見書｣提出に関
する陳情は、賛成多数で継続審査となりました。

【追加議案】
①「工事請負契約を締結することについて」は、全員異議なく原案了承しました。
　※（仮称）高砂市ユーアイ福祉交流センター新築（建築）工事についての契約を締結しました。
②「工事請負契約を締結することについて」は、全員異議なく原案了承しました。
　※中筋小学校・北浜小学校プール耐震補強工事についての契約を締結しました。
③「工事請負契約を締結することについて」は、全員異議なく原案了承しました。
　※竜山中学校・鹿島中学校プール耐震補強工事についての契約を締結しました。

総務常任委員会
【補正予算】１件
●第８回　一般会計補正予算については賛成多数で原案了承しました。
人件費、訴訟委託料、コンビニ収納システム導入事業、高砂市地域見守り防犯カメラ設置補助事業、前年度繰越
金などについて審査しました。

【条例議案】６件
●高砂市部及び室設置条例の一部を改正する条例を定めることについては、全員異議なく原案了承しました。
本条例に関しては、建設環境経済常任委員会との連合審査会を開催し、審査しました。 
委員からは、「高砂市独自の治水条例制定の必要性の有無について早急に判断すること」「総合治水推進計画に
ついては、新体制が始まるまでに取りまとめること」などの意見がありました。
●高砂市職員の再任用に関する条例を定めることについては、賛成多数で原案了承しました。
委員会として、「若者の雇用も確保すべきである」「要綱を早急に示すべきである」「定員適正化計画と中期財
政計画を３月定例会までに示すべき」などの指摘をし、市長より要綱（案）については、11月中頃を目途に取り
まとめ報告し、新たな定員適正化計画と中期財政計画を３月定例会で報告するとの回答がありました。
●高砂市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を定めることについては、賛成多数で原案了承しました。
●高砂市税外公債権の徴収に関する条例の一部を改正する条例を定めることについては、全員異議なく原案了承し
ました。
●高砂市市税条例の一部を改正する条例を定めることについては、賛成多数で原案了承しました。
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例を定めることについては、全員異議なく原案了承しました。

【陳情】５件
●「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情については、
全会一致で採択しました。
●「原発事故子ども・被災者支援法」の速やかな具体化を求める陳情は、賛成多数で継続審議と決しました。
●消費税増税の中止を求める意見書の提出を求める陳情書については賛成少数で不採択と決しました。
●継続審査中の「緊急事態基本法」の早期策定を求める意見書提出に関する陳情は賛成多数でなお継続審査と決し
ました。
●継続審査中の「非核三原則の法制化」については、賛成多数でなお継続審査と決しました。



※なお、高砂市ホームページ（http://www.city.takasago.hyogo.jp/）のトピックス
からもリンクしています。詳しくは議会事務局（☎443－9051）までお問い合わせ
ください。

○9月定例会での一般質問の映像をインターネットで録画配信しています。是非ご覧ください。
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委員会審査の概要報告
建設環境経済常任委員会
　当委員会に付託されました条例議案１件と平成25年度補正予算４件（一般会計・下水道事業特別会計・水道事業
会計・工業用水道事業会計）及び陳情１件について、以下のように審査を行いました。

【条例議案】１件
●東播都市計画下水道高砂市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例を定めることについ
て」は、下水道の受益者負担金の延滞金利率を軽減するための改正で、審査の結果、全員異議なく了承しました。

【平成25年度補正予算】３件
●一般会計補正予算は、人件費の補正、斎場の外壁補修及び改修費用、不燃焼物処理場の補修工事費用、ため池の
改修に伴う設計費用、道路橋や歩道橋の点検費用、道路整備のための用地買収費用などが補正予算として計上さ
れ、審査の結果、全員異議なく了承しました。
●下水道事業特別会計補正予算は、人件費の補正、間の川ポンプ場建設の実施設計委託料と用地買収費用、中島ポ
ンプ場の建設工事委託料、雨水路整備のための調査と整備計画策定の委託料、仮設排水ポンプ設置の設計委託料
などが補正予算として計上され、審査の結果、全員異議なく了承しました。
●水道事業会計補正予算と工業用水道事業会計補正予算は、２議案とも人件費の補正のみが提案され、審査の結果、
全員異議なく了承しました。

【陳情こと】１件
●「ＴＰＰ交渉からの撤退に関する陳情書」については、審査の結果、賛成者なしで不採択と決しました。

広域ごみ処理施設対策特別委員会
　当委員会に付託されました補正予算１件について、審査しました。

【補正予算】１件
●第８回　平成25年度高砂市一般会計補正予算
　ごみ処理広域化対策事業（交通量等調査業務委託）５２５万円について、審査の結果、賛成多数で原案了承しま
した。

高砂市議会からのお知らせ
●本会議・委員会の公開
　本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。なお、次回の定例会は12月の予定です。日程等、詳しくは議会
事務局（☎４４３－９０６１）までお問い合わせください。

●本会議会議録の公開
　本会議会議録は図書館や各公民館に配置してあり、どなたでも閲覧できます。また、平成12年3月定例会以
降の本会議の会議録については、高砂市市議会会議録検索システムからも閲覧できます。

●本会議映像の提供
　本会議映像の複写を希望する方は、ＶＨＳテープまたはＤＶＤ－Ｒディスクをご持参の上、議会事務局まで
お申し出ください。２週間程度でお渡しします。なお、映像（ＤＶＤ等）を無断で複製、転用、転載、転貸、
販売及び改変等を行うことは禁止します。
　正式な記録が必要な方は会議録をご覧ください。（９月定例会の会議録は１２月に完成する予定です）
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2

一　般　質　問
詳しい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会定例会会議録」を
ご覧ください。（9月定例会の会議録は12月に完成する予定です）

災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
に

つ
い
て　

ほ
か

迫
川
　
高
行

市
長
の
事
業
継
続
計
画

に
対
す
る
現
状
認
識
及

び
今
後
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

総
務
省
よ
り
示
さ
れ
て

い
る
首
長
向
け
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
事
業
継
続
計
画
と
そ
の

意
義
の
中
に
あ
る
「
あ
な
た

の
ま
ち
の
自
己
診
断
」
を
参

考
に
し
て
、
そ
の
業
務
を
支

え
る
情
報
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
稼
働
が
不
可

欠
で
あ
る
と
再
認
識
を
し

た
。

災
害
に
備
え
た
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事

業
継
続
計
画
を
策
定
す
る
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

ご
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

災
害
時
の
業
務
の
実

施
、
継
続
を
行
う
基
礎

的
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
策
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

平
成
25
年
度
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
市

民
へ
の
配
布
の
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
災
害
に

対
す
る
備
え
な
ど
、
防
災
・

減
災
に
対
す
る
講
演
会
な
ど
、

幅
広
く
市
民
が
学
ぶ
場
を
設

け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
等

の
防
災
研
修
会
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
周
知
を
図
っ
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発

を
行
う
た
め
に
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
に
あ
わ
せ
、
最

新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
た

津
波
避
難
対
策
の
実
施
に
つ
い

て
、
市
民
に
説
明
会
等
を
行
う

機
会
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。自

殺
対
策
強
化
に
向
け
て

の
今
後
の
取
り
組
み
、
方

向
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。身

近
な
支
援
者
が
自
殺
ハ

イ
リ
ス
ク
者
を
早
期
に
発

見
し
、
悩
み
を
抱
え
る
方
を
一

人
で
も
多
く
地
域
の
相
談
窓
口

へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
長
期
的
に

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
事
業

と
相
談
支
援
機
関
の
周
知
広
報

事
業
の
二
つ
を
平
成
22
年
度
よ

り
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い

く
。

「
市
民
の
こ
こ
ろ
と
命
を

守
る
」
観
点
か
ら
、
メ
ン

タ
ル
シ
ス
テ
ム
・
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
「
こ
こ
ろ

の
体
温
計
」
を
導
入
す
る
こ
と

を
提
案
い
た
し
ま
す
。
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で

も
多
く
地
域
の
相
談
窓
口
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
知
る
機

会
を
増
や
す
手
段
と
し
て
、
導

入
の
検
討
を
進
め
、
早
期
発
見

に
よ
り
、
心
の
ケ
ア
が
行
え
る

自
殺
対
策
の
一
助
に
し
て
い
き

た
い
。

問問 問 答答答

問問 答答

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」を求める意見書

地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ喫緊の課題となっており、
森林のもつ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養、自然環境の保持など「森林の公益的機能」に対する国民
の関心と期待は大きくなっている。
また、我が国は、平成25年度以降においても、京都議定書目標達成計画に掲げられたもの（第一約束期間における
温室効果ガス排出削減義務6％のうち、3.8％を森林吸収量で確保）と同等以上の取り組みを推進することとしている。
このような経緯も踏まえ、「地球温暖化対策のための石油石炭税の税率の特例措置」が平成24年10月に導入された

が、使途は、ＣＯ２排出抑制対策に限定されており、森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保につ
いては、「早急に総合的な検討を行う」との方針に止まっている。
もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森林吸収源対策や豊富な自然
環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを山村地域の市町村が主体的・総合的に実施することが不
可欠である。
しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化、後継者不足など厳しい情勢にあ
り、その結果、山そのものが荒廃し、自然災害等の脅威に国民の生命財産が脅かされるといった事態が生じている。
これを再生させることと共に、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取り組むための恒久的・安定的な財源確保
を講ずることが急務である。
よって、下記事項の実現を強く求めるものである。

記

自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な強化をはかることに加え、
二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村の役割を踏まえ、「石油石炭
税の税率の特例」による税収の一定割合を森林面積に応じて譲与する仕組みの構築を強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　２０１３年（平成25年）9月27日
高　砂　市　議　会

意見書を提出しました
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有
権
者
が
投
票
し
や
す
い

環
境
整
備
に
つ
い
て　

ほ
か
砂
川
　
辰
義

高
砂
市
の
財
政
は
中
長
期
的
視
点
で

見
た
場
合
、大
丈
夫
か　

ほ
か

鷹
尾
　
治
久

選
挙
は
民
主
主
義
を
支
え
る

基
盤
。
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
投
票
し
や
す
い
取
り
組
み

が
必
要期

日
前
投
票
の
現
状
に
つ

い
て
。

期
日
前
投
票
率
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
本
年
７
月
の

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い

て
は
、
19
・
９
％
で
、
昨
年
12

月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お

い
て
は
15
・
４
％
で
あ
る
。

高
砂
市
に
お
い
て
５
分
未

満
で
投
票
所
へ
行
け
る
数

と
20
分
以
上
か
か
る
投
票
所
数
。

５
分
未
満
は
１
箇
所
で
、

20
分
以
上
は
２
箇
所
で
あ

る
。

具
体
的
に
ど
こ
か
。

５
分
未
満
は
米
田
団
地
第

１
集
会
所
で
、
20
分
以
上

は
伊
保
小
学
校
と
北
浜
小
学
校

で
あ
る
。

有
権
者
が
投
票
し
や
す
い

環
境
整
備
へ
の
対
策
強
化

に
つ
い
て
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
や

移
動
支
援
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
と
考
え

る
が
、
選
挙
制
度
や
社
会
変
化

に
あ
わ
せ
、
投
票
率
向
上
に
向

け
て
、
今
後
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

財
政
の
「
見
え
る
化
」
に
つ

い
て高

砂
市
の
公
会
計
は
、
総

務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
に

よ
り
、
普
通
会
計
及
び
連
結
ベ

ー
ス
で
の
財
務
諸
表
を
作
成
し

て
い
る
が
、
複
式
簿
記
・
発
生

主
義
会
計
を
採
用
す
る
意
図
は
。

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会

計
で
あ
る
基
準
モ
デ
ル
へ

の
移
行
を
考
え
て
い
る
が
、
国

の
方
針
が
決
ま
り
、
義
務
づ
け

ら
れ
れ
ば
、
移
行
作
業
を
行
っ

て
い
く
。

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
及

び
公
共
施
設
白
書
の
作
成

に
つ
い
て
公
表
し
て
は
。

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
資
産
、
債
務

改
革
の
み
な
ら
ず
、
公
共
施
設

の
維
持
管
理
、
更
新
等
の
把
握

の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

公
共
施
設
白
書
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
施
設

の
保
全
と
更
新
を
含
め
た
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
全
庁
的

に
つ
か
さ
ど
る
組
織
体
制
に
つ

い
て
検
討
し
、
施
設
全
体
に
つ

い
て
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
市
民
に
説
明
し
、
情
報

を
共
有
で
き
る
も
の
を
ま
と
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

各
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す

る
情
報
を
施
設
に
貼
っ
て
は
。

経
費
分
析
、
運
営
コ
ス
ト

等
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
表
示
を
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。公

会
計
の
専
門
知
識
を
持
っ

た
人
材
の
配
置
に
つ
い
て
。

具
体
的
な
検
討
は
し
て
い

な
い
。

公
会
計
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
公
表
に
努
め
る
事
が
大
事
。

財
務
書
類
の
表
示
や
様
式

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
簡
素
で
わ
か
り
や
す
い
も
の

と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

問答 答答 答問問問 問

問問 問答 答答答問答

大
阪
市
役
所
漏
え
い　

ほ
か
松
本
　
　
均

大
阪
市
役
所
の
職
員
が
、

無
断
で
上
司
の
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
を
使
い
、
職
場
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
侵
入
、
保
存
さ
れ
て
い
る

職
員
の
人
事
評
価
な
ど
内
部
資

料
を
、
外
部
に
メ
ー
ル
送
信
し

て
い
た
た
め
に
、
不
正
ア
ク
セ

ス
禁
止
法
違
反
容
疑
で
、
本
年

９
月
、
大
阪
府
警
に
逮
捕
さ
れ

て
い
る
。
数
か
月
前
に
も
、
隣

接
の
加
古
川
市
役
所
の
職
員
が
、

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
不
正

に
盗
み
出
し
た
市
民
の
個
人
情

報
を
、
民
間
調
査
会
社
に
現
金

で
売
買
し
た
事
実
が
発
覚
。
大

勢
の
処
分
者
が
出
て
い
る
。

　

本
市
で
は
職
員
の
不
正
防
止

の
た
め
の
対
策
は
さ
れ
て
い
る

か
。

パ
ソ
コ
ン
や
シ
ス
テ
ム
で

使
用
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド
の

管
理
方
法
は
、
高
砂
市
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
で
基

準
を
設
け
運
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
を
対
象
に
し
た
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
継
続
し

て
実
施
し
て
お
り
、
法
令
遵

守
、
不
正
防
止
、
違
法
行
為
の

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

８
月
に
福
知
山
市
で
の
花

火
大
会
会
場
で
、
露
店
の

爆
発
事
故
が
起
き
た
。
市
内
で

も
神
社
寺
院
の
祭
礼
縁
日
、
各

種
催
し
物
が
開
か
れ
る
と
、
露

店
商
の
仮
設
店
舗
や
テ
ン
ト
が

立
ち
並
ぶ
。
当
然
、
発
電
機
の

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
や
ボ
ン
ベ
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
使
用
さ
れ
る
。

　

本
市
消
防
本
部
で
は
各
業
者

に
対
し
、
事
前
の
安
全
指
導
や

火
気
使
用
備
品
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

福
知
山
市
の
事
故
を
踏
ま
え

て
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
方
策

を
さ
れ
る
の
か
。

通
常
火
気
を
使
用
す
る
店

に
対
し
て
の
消
火
器
の
設

置
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
す

る
際
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
劣
化
、

接
続
部
の
締
め
つ
け
等
ガ
ス
漏

れ
防
止
措
置
の
指
導
を
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
福
知
山
の

花
火
大
会
爆
発
事
故
を
踏
ま

え
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
に
対
し

て
火
気
予
防
上
の
指
導
を
文
書

及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
通
知
し

た
。

神
戸
や
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
災
害
現
場
で
の
活
躍

か
ら
、
地
域
の
消
防
団
の
み
な

さ
ん
の
日
常
の
献
身
的
な
活
動

が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
少
子
高
齢
化
と
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
団
員
の
増
加
に
よ
り
、

将
来
活
動
に
支
障
を
き
た
す
お

そ
れ
が
な
い
も
の
か
、
こ
の
問

題
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

若
年
層
の
団
員
確
保
の
た

め
、
火
災
予
防
運
動
の
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
、
消
防
団
員

加
入
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団

員
が
増
加
し
て
い
る
対
策
と
し

て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
活
用
し
、
団
員
の
勤
務

時
間
中
の
消
防
団
活
動
に
対
し

て
の
便
宜
や
、
従
業
員
の
消
防

団
へ
の
入
団
促
進
な
ど
、
事
業

所
の
協
力
を
通
じ
て
、
地
域
の

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

問問 答

問答 答

◆
縄
文
時
代
か
ら
の
日
本
の
人

口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク

に
崖
を
転
が
り
落
ち
る
様
に

減
少
し
て
い
る
。
私
達
は
日

本
の
歴
史
の
分
岐
点
に
い
る

こ
と
を
認
識
し
従
来
の
発
想

か
ら
転
換
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

今
般
、
高
砂
市
の
治
水
対

策
資
料
で
は
平
成
24
年
〜

44
年
で
約
２
７
８
億
円
の
費
用

と
の
見
込
み
。
こ
れ
を
平
成
44

年
ま
で
に
計
上
し
た
時
、
高
砂

市
の
財
政
は
ど
う
な
る
の
か
。

他
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

現
時
点
で
は
、
こ
の
事
業

に
つ
い
て
の
財
源
は
ま
だ

決
定
し
て
い
な
い
。
事
業
の
優

先
順
位
を
見
極
め
、
選
択
と
集

中
を
行
い
、
事
業
計
画
を
整
理

し
、
で
き
る
だ
け
他
の
事
業
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

資
料
「
公
共
施
設
の
更
新

に
つ
い
て
」
で
は
、
今
後

高
砂
市
は
40
年
間
毎
年
26
億
円

強
が
必
要
と
の
数
字
が
示
さ
れ

て
い
る
中
、
何
ら
か
の
形
で
資

産
を
圧
縮
す
る
必
要
が
あ
る
と

予
測
す
る
。
施
設
の
廃
棄
、
補

助
金
の
削
除
等
々
痛
み
を
伴
う

行
政
運
営
は
必
要
な
い
の
か
。

　

概
算
で
も
い
い
の
で
、
治
水

対
策
を
完
遂
で
き
る
期
間
ま
で

の
財
政
見
通
し
を
示
せ
な
い
か
。

行
政
自
ら
が
業
務
の
効
率

化
な
ど
の
行
財
政
改
革
を

継
続
し
て
実
施
し
、
自
ら
を
律

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

高
砂
市
土
地
開
発
公
社
の
解

散
に
伴
う
財
政
負
担
や
今
後
予

定
し
て
い
る
浸
水
対
策
経
費
、

イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
更
新

な
ど
、
将
来
に
向
け
た
課
題
も

多
く
、
よ
り
一
層
財
政
の
健
全

性
を
保
つ
こ
と
が
重
要
に
な

り
、
国
の
経
済
対
策
や
多
様
な

制
度
改
正
が
予
想
さ
れ
る
中
で

の
将
来
予
測
は
非
常
に
難
し

く
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
あ

る
い
は
少
子
高
齢
化
で
の
新
た

な
行
政
課
題
に
対
す
る
対
応
も

必
要
と
さ
れ
る
中
で
、
長
期
的

な
財
政
計
画
と
し
て
示
せ
る
資

料
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

将
来
の
財
政
見
通
し
を
考

え
た
場
合
、
施
設
の
統
廃

合
や
複
合
利
用
等
を
検
討
す
る

必
要
は
本
当
に
な
い
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
あ
る
べ
き

姿
、
目
標
と
い
っ
た
も
の
が
あ

る
の
で
、
そ
の
分
野
ご
と
で
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

問問

答

答

問答
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お
も
し
ろ
き　

こ
と
も
な
き
世
を

お
も
し
ろ
く

中
西
　
一
智

家
庭
介
護
者
「
ケ
ア
ラ
ー
」

支
援
（
制
度
編
）　

ほ
か

鈴
木
　
利
信

こ
の
た
び
厚
生
労
働
省
は

要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
を

市
町
村
事
業
に
移
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
介
護

保
険
の
大
き
な
変
更
に
つ
い
て
、

高
砂
市
の
体
制
や
考
え
方
は
。

市
民
の
意
見
を
聴
き
、
市

は
元
よ
り
、
医
師
会
や
ケ

ア
マ
ネ
協
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
関
係
機
関
と
も
連
携
を

深
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
十
分
な
体
制
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
、

障
害
者
施
策
と
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
て
い
る
部
分
の
対
処

法
は
。特

別
障
害
者
手
当
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
手
帳
を

取
得
す
る
こ
と
が
今
後
の
た
め

に
も
良
い
と
い
う
こ
と
を
紹
介

し
て
き
た
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
概
要
に
も
記
載
し
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
研
修
会
の

場
で
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
周

知
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。災

害
対
策
に
つ
い
て

災
害
時
要
援
護
者
対
策
と

し
て
、
支
援
対
象
の
把
握

状
況
や
同
意
状
況
、
避
難
支
援

体
制
は
。

把
握
状
況
に
つ
い
て
は
、

７
月
末
に
74
自
治
会
に
対

し
、
個
別
支
援
計
画
作
成
に
つ

い
て
の
２
度
目
の
意
向
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
回
答
の

あ
っ
た
20
自
治
会
の
う
ち
新
た

に
３
自
治
会
か
ら
計
画
を
作
成

し
た
い
と
の
意
向
が
あ
っ
た
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
同
意

状
況
に
つ
い
て
は
、
民
生
委

員
等
の
働
き
か
け
に
よ
り
新

た
に
３
５
０
名
の
同
意
者
を
得

て
、
７
８
５
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
単
位
で
は
、
７
・
９
％
、

災
害
時
要
援
護
者
で
は
、
８
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
事
業
者
と
の
協
力
体

制
や
福
祉
避
難
所
の
設
置

は
。

協
力
要
請
に
つ
い
て
は
、

24
事
業
所
か
ら
了
承
を
得

て
い
る
が
、
ま
だ
協
定
書
の
締

結
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
文
化
会
館
と
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
を
福
祉
避
難
所
と

し
て
お
り
、
車
い
す
、
簡
易
ベ

ッ
ド
、
紙
お
む
つ
等
を
備
蓄
し

て
い
る
が
、
他
の
備
品
も
今
後

整
備
し
て
い
き
た
い
。

中
高
生
も
含
め
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
は
。

高
砂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
セ
ン
タ
ー
が
、
毎
年
高

校
生
を
対
象
と
し
た
サ
マ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室
を
開
催

し
て
お
り
、
８
月
に
は
避
難
所

運
営
体
験
を
開
催
し
、
高
砂
高

校
の
生
徒
10
名
が
参
加
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が

提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
員
数
の
削
減
が
あ
る
一
方
、

行
政
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
る

業
務
量
増
大
や
浸
水
対
策
や
広

域
ご
み
焼
却
炉
建
設
な
ど
の
新

た
な
課
題
が
あ
り
、
高
砂
市
役

所
も
大
変
な
時
に
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、「
お
も
し
ろ
き 

こ
と
も

な
き
世
を 

お
も
し
ろ
く
」の
精

神
で
前
進
し
て
ほ
し
い
。
民
間

企
業
で
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
砂
市
役
所
で
起
こ
す
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
ヤ

ル
気
）
や
チ
ー
ム
力
の
向
上
が

欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
役
所
内
を
歩

い
て
い
る
と
暗
い
雰
囲
気
の
セ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
チ

ー
ム
内
の
会
話
が
減
っ
て
は
い

な
い
か
？

　

同
僚
の
仕
事
に
無
関
心
に
な

る
な
ど
、
職
員
が
「
個
」
で
は

な
く
「
孤
」
に
な
っ
て
い
な
い

か
？

　

本
当
に
意
見
を
言
い
や
す
い

環
境
が
つ
く
れ
て
い
る
か
？

　

業
務
の
改
善
や
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
よ
う
と
す
る
職
員
が
孤

立
無
援
と
な
っ
て
い
な
い
か
？

　

前
進
し
よ
う
と
す
る
者
を
上

司
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
て
い
る

か
？

　

業
務
を
改
善
し
よ
う
と
す
る

者
に
対
し
同
僚
は
傍
観
者
と
な

っ
て
い
な
い
か
？

　

ス
ト
ラ
イ
キ
に
あ
ら
わ
れ
た

労
使
の
亀
裂
は
修
復
さ
れ
て
い

っ
て
い
る
の
か
？

　

高
砂
市
役
所
の
現
状
を
市
長

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
？23

年
９
月
に
人
材
育
成
基

本
方
針
を
改
定
す
る
た
め

に
実
施
し
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
約
63
％
の
職
員
が
「
仕

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
向
上
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人

を
育
て
る
職
場
風
土
や
職
員
研

修
、
ま
た
人
を
生
か
す
人
事
制

度
が
必
要
で
あ
る
。

　

職
場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
や
職
場
目
標
の

共
有
化
な
ど
の
職
場
環
境
の
改

善
、
自
己
啓
発
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
外
部
研
修
に

よ
り
、
能
力
と
意
欲
を
高
め
る

研
修
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

適
正
な
人
事
配
置
や
人
事
評
価

を
行
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

◆
職
員
は
も
っ
と
夢
を
語
る
べ

き
だ
と
思
う
！

問

答

問答答答 問問

問問 答答

市
税
に
係
る
財
務
事
務
の

執
行
に
つ
い
て　

ほ
か

木
谷
　
勝
郎

個
人
市
民
税
に
つ
い
て

所
得
の
捕
捉
体
制
に
関
し

て
未
申
告
者
へ
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

前
年
度
の
実
績
を
も
と
に

住
民
税
申
告
者
を
中
心
に

住
民
税
申
告
書
を
発
送
し
、
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
実
績
の

あ
る
事
業
所
に
は
提
出
依
頼
書

を
発
送
し
て
い
る
。

減
免
処
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

地
方
税
法
及
び
市
税
条
例

等
に
基
づ
い
て
減
免
を
行

っ
て
い
る
。

法
人
市
民
税
に
つ
い
て

「
事
務
所
等
」
と
は
何
か
、

未
登
録
法
人
・
未
申
告
法

人
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。事

業
の
必
要
か
ら
設
け
ら

れ
た
人
的
、
物
的
設
備
で

あ
っ
て
、
そ
こ
で
継
続
し
て
事

業
が
行
わ
れ
る
場
所
の
こ
と
を

い
う
。

　

未
登
録
法
人
、
未
申
告
法
人

へ
の
対
応
は
、
県
税
事
務
所
と

協
力
し
て
、
国
税
の
法
人
税
や

法
人
登
記
等
の
内
容
に
つ
い
て

の
通
知
を
受
け
、
捕
捉
に
努
め

て
い
る
。

「
収
益
事
業
」
の
有
無
と

の
関
係
で
法
人
の
種
類
に

よ
る
課
税
関
係
に
つ
い
て
、
市

の
外
郭
団
体
や
公
社
、
「
人
格

の
な
い
社
団
等
」
の
扱
い
は
ど

う
か
。収

益
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
法
人
税
が
非
課
税
で
あ

る
。

均
等
割
額
に
関
し
、
「
従

業
者
数
」
と
「
資
本
金

等
」
の
捕
捉
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。法

人
よ
り
提
出
さ
れ
た
確

定
申
告
書
に
は
、
従
業
者

数
や
資
本
金
等
の
記
載
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
確
認

し
て
い
る
。

減
免
処
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

法
に
基
づ
き
減
免
を
行
っ

て
い
る
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

に
つ
い
て

課
税
客
体
で
あ
る
「
家

屋
」
と
は
何
か
。
未
課
税

家
屋
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

家
屋
は
、
不
動
産
登
記
法

に
お
け
る
建
物
と
同
意
義

の
も
の
で
、
未
課
税
家
屋
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
捕
捉
物
件
が

判
明
し
た
場
合
は
、
現
地
調
査

の
う
え
課
税
を
行
う
。

非
課
税
申
告
・
減
免
申
告

は
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
備

え
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

特
に
、
高
砂
市
土
地
開
発
公

社
の
減
免
処
理
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。対

象
資
産
に
関
す
る
書
類

を
提
出
さ
せ
、
利
用
状
況

を
把
握
し
、
認
定
し
て
い
る
。

　

土
地
開
発
公
社
の
減
免
は
、

市
が
す
べ
き
工
業
団
地
の
造
成

事
業
を
市
の
債
務
保
証
を
受
け
、

公
社
が
市
に
か
わ
っ
て
行
う
も

の
と
い
う
性
格
か
ら
減
免
し
て

い
る
。

旅
費
に
つ
い
て

実
費
精
算
を
原
則
と
す
る

旅
費
規
程
へ
の
見
直
し

を
！

他
市
等
の
状
況
を
見
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答答 問 問答答 問問問

答答答答 答 問問問問
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ご
み
処
理
広
域
化
の
大
型
焼
却
炉
建
設
は
Ｎ
Ｏ

本
気
で
取
り
組
む
ご
み
減
量
化
計
画
を　

ほ
か

大
塚
　
好
子

事
業
系
ご
み
の
排
出
量
は
、

ご
み
排
出
量
の
約
29
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
事
業
系
ご
み

の
現
状
と
減
量
目
標
は
。

事
業
系
ご
み
の
排
出
抑
制

の
た
め
に
ご
み
減
量
化
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
商
工
会

議
所
や
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
許
可
業
者
を
通
じ
て
市
内
の

事
業
者
に
配
布
し
、
意
識
の
向

上
及
び
減
量
化
、
再
資
源
化
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。

美
化
セ
ン
タ
ー
の
運
転
状

況
に
つ
い
て
当
市
は
、
１

日
１
９
４
ト
ン
の
処
理
能
力
で

す
。
平
成
25
年
度
４
月
か
ら
７

月
ま
で
の
焼
却
量
は
一
日
平
均

75
ト
ン
で
約
半
分
で
す
。

　

１
年
間
約
10
億
円
か
か
る
ご

み
の
経
費
、
過
大
焼
却
炉
で
市

民
負
担
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
量
に
つ
い
て
は
、
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
市
民
の
努
力
も
あ

り
、
年
々
減
少
し
て
、
結
果
的

に
平
成
24
年
度
実
績
で
日
量
約

85
ト
ン
と
な
っ
た
も
の
で
、
現

在
の
ご
み
量
か
ら
す
れ
ば
、
施

設
規
模
は
過
大
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
当
時
の
状
況
か

ら
す
れ
ば
、
建
設
計
画
及
び
ご

み
量
予
測
の
不
備
が
あ
っ
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。

ご
み
処
理
広
域
化
計
画
は
、

34
年
か
ら
15
年
の
計
画
で

す
。
国
の
指
針
で
は
、
長
寿
命

化
で
35
年
は
使
用
す
る
方
向
で

す
。
い
つ
ま
で
高
砂
市
で
２
市

２
町
の
ご
み
を
燃
や
す
の
で
す

か
。

廃
棄
物
処
理
施
設
長
寿
命

化
計
画
作
成
の
手
引
き
に
、

35
年
と
い
う
期
間
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
必
ず
35
年
間
ご
み
処

理
施
設
を
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

市
民
参
画
の
市
政
に
つ
い
て

市
民
か
ら
の
意
見
、
苦
情

の
件
数
、
返
事
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

２
週
間
以
内
に
返
事
を
し

て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で

お
り
、
市
と
し
て
返
事
を
し
て

い
る
の
で
市
長
か
ら
の
返
事
と

受
け
と
っ
て
も
ら
っ
て
結
構
で

あ
る
。来

年
は
市
制
60
周
年
、
高

砂
ら
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
て
市
民
に
配
布
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

高
砂
中
学
校
・
高
砂
小
学
校

の
一
貫
校
に
つ
い
て

全
市
対
象
の
募
集
を
行
わ

れ
る
こ
と
で
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

今
後
予
定
し
て
い
る
の
は
、

広
報
た
か
さ
ご
10
月
号
で

案
内
し
、
11
月
と
１
月
に
高
砂

小
学
校
、
中
学
校
で
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
、
説
明

会
を
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

答 問答 問問

答答答答 問問問

「
ご
み
広
域
化
」
削
減
率
26
％
は
加
古
川
市

設
置
率
、「
白
紙
撤
回
」を
！　

ほ
か

小
松
　
美
紀
江

高
砂
市
設
置
で
は
23
・
58
％

で
は
な
い
で
す
か

ご
み
広
域
化
で
２
市
２
町

の
ご
み
を
燃
や
せ
ば
26
％

の
経
費
削
減
に
な
る
と
市
民
に

説
明
さ
れ
て
き
た
根
拠
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

施
設
建
設
費
、
収
集
運
搬

費
、
維
持
管
理
費
の
合
計

し
た
も
の
を
比
較
し
て
、
単
独

の
場
合
は
８
１
０
億
円
、
広
域

の
場
合
は
５
９
６
億
円
と
試
算

し
て
お
り
、
そ
の
差
が
２
１
４

億
円
で
、
26
％
の
削
減
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。

５
９
６
億
円
は
加
古
川
市

設
置
額
で
高
砂
市
設
置
額

は
６
１
９
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

高
砂
市
で
は
23
・
58
％
の
削
減

で
あ
り
、
間
違
っ
て
い
た
市
民

へ
の
説
明
に
ど
う
責
任
を
と
る

の
で
す
か
。

２
市
２
町
で
一
つ
の
ま
と

め
た
形
で
し
て
い
る
。

◆
削
減
率
高
砂
23
・
58
％
、
加

古
川
26
％
で
あ
り
全
く
間
違

っ
た
率
を
市
民
に
説
明
し
マ

ス
コ
ミ
が
流
し
た
。
市
民
を

欺
く
数
字
を
信
じ
込
ま
す
こ

と
が
ご
み
広
域
の
根
底
に
あ

る
。高

砂
市
に
設
置
す
れ
ば
環

境
負
荷
が
集
中
し
、
災
害

時
（
山
崎
断
層
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
）
リ
ス
ク
が
最
も
大
き
い

と
広
域
行
政
協
議
会
は
明
確
に

示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
覆
す
だ

け
の
根
拠
を
お
示
し
下
さ
い
。

大
規
模
災
害
時
に
は
、
２

市
２
町
の
範
囲
に
お
い
て

差
異
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い

た
め
、
兵
庫
県
内
、
近
畿
圏
内

を
は
じ
め
、
よ
り
広
範
囲
な
連

携
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
長
の
現
政
権
の
認
識
を
問
う

政
権
は
格
差
拡
大
の
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
掲
げ
、
地
方

財
政
を
削
減
さ
せ
、
海
外
へ
の

武
力
行
使
、
消
費
税
増
税
の
強

行
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国

民
負
担
と
道
州
制
を
進
め
て
い

る
見
解
を
求
め
ま
す
。

金
融
財
政
政
策
及
び
成
長

戦
略
な
ど
の
諸
政
策
に
つ

い
て
は
、
国
内
外
に
お
い
て
、

一
定
の
成
果
と
ま
た
評
価
を
受

け
て
い
る
。

◆
市
長
は
消
費
税
が
上
が
れ
ば

ど
う
な
る
か
真
剣
に
考
え
る

べ
き
で
す
。

向
島
の
海
浜
公
園
の
整
備
改

修
を
求
め
る

悪
臭
の
強
い
傷
ん
だ
ト
イ

レ
、
堤
防
の
亀
裂
な
ど
の

改
修
を
県
に
強
く
求
め
、
ま
た
、

海
水
域
は
ヘ
ド
ロ
が
蓄
積
し
、

ア
オ
サ
の
繁
殖
な
ど
海
浜
公
園

と
し
て
の
機
能
が
年
間
を
通
し

て
機
能
が
果
た
せ
る
環
境
改
善

を
求
め
ま
す
。

加
古
川
土
木
事
務
所
に
ト

イ
レ
の
水
洗
化
に
つ
い
て

は
要
望
し
て
い
る
。

　

ア
オ
サ
の
繁
殖
に
つ
い
て
は
、

海
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
よ
う

対
策
を
講
じ
て
、
そ
の
除
去
に

つ
い
て
は
、
撤
去
あ
る
い
は
堆

肥
化
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
。

答 問答答 問問

答答 問問

人
口
減
少
化
時
代
に
対
応
す
る

高
砂
市
の
経
営
戦
略
に
つ
い
て　

ほ
か

北
野
　
誠
一
郎

人
口
減
少
の
動
向
分
析
に
つ

い
て減

少
が
続
く
現
在
の
人
口
、

減
少
率
は
第
４
次
総
合
計

画
の
目
標
設
定
と
ど
の
程
度
か

い
離
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
高

齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
動
態

を
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
か
。

２
０
２
０
年
度
の
目
標
人

口
は
９
万
５
、
０
０
０
人

で
あ
る
が
、
25
年
８
月
末
現
在

の
人
口
は
９
万
４
、
３
６
５
人

で
あ
り
目
標
人
口
を
割
り
込
ん

で
い
る
。

　

高
齢
化
率
と
生
産
年
齢
人
口

に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
比
率
が

増
加
し
、
生
産
年
齢
人
口
は
減

少
し
て
い
る
。

高
砂
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
に
つ
い
て
の
分
析

高
砂
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
市
外
か
ら
の
人
口
流

入
・
定
住
を
促
進
す
る
に
足
る

水
準
と
い
え
る
か
。
各
種
公
共

料
金
・
医
療
費
助
成
関
係
に
つ

い
て
他
市
と
比
較
し
て
遅
れ
て

は
い
な
い
か
。

水
道
料
金
は
県
下
で
２
番

目
に
低
く
、
下
水
道
使
用

料
は
13
番
目
に
低
い
。

　

幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
加
古

川
市
、
姫
路
市
、
明
石
市
と
比

較
し
て
最
も
低
く
、
保
育
園
の

保
育
料
は
３
歳
未
満
児
で
は
、

加
古
川
市
に
次
い
で
２
番
目
、

３
歳
以
上
児
で
は
、
姫
路
市
、

明
石
市
に
次
い
で
３
番
目
に
低

い
。

　

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
中

学
３
年
生
ま
で
の
入
院
自
己
負

担
額
の
無
料
化
と
通
院
自
己
負

担
額
の
３
分
の
１
を
助
成
し
て

い
る
。
な
お
、
24
年
７
月
か
ら

所
得
の
単
位
を
世
帯
合
算
と
し
、

よ
り
公
平
な
所
得
認
定
を
行
っ

て
い
る
。

子
育
て
支
援
施
策
に
よ
る
街

づ
く
り
に
つ
い
て

市
内
で
暮
ら
す
若
い
世
代

が
結
婚
や
出
産
後
も
引
き

続
き
高
砂
市
で
暮
ら
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
に
、
他
市
か
ら
見

て
も
魅
力
的
に
映
る
よ
う
な
子

育
て
支
援
施
策
の
拡
充
が
必
要

で
は
な
い
か
。

現
在
、
待
機
児
童
は
ゼ
ロ

で
、
学
童
保
育
所
も
整
備

さ
れ
小
学
生
も
預
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
か
ら
病
児
保
育
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い

っ
た
施
策
を
今
後
維
持
あ
る
い

は
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

市
制
施
行
60
周
年
を
機
に

「
新
し
い
経
営
戦
略
・
ビ
ジ

ョ
ン
」
確
立
を

市
制
60
周
年
を
そ
の
機
会

と
し
て
、
人
口
減
少
化
時

代
に
備
え
た
「
人
や
企
業
に
選

ば
れ
る
自
治
体
」
を
め
ざ
し
た

新
し
い
「
経
営
戦
略
・
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
さ
れ
て
は
ど

う
か
。ま

ず
は
第
４
次
総
合
計
画

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

答 問答 問

答答 問問
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高砂市議会都市基盤整備対策特別委員会報告書

高砂市議会
　議長　入　江　正　人　様

平成25年8月23日

高砂市議会都市基盤整備対策特別委員会
委員長　生　嶋　洋　一

1 平成24年　9月11日 １．委員長、副委員長の互選

回 開 催 日 協　　議　　事　　項

2 9月21日

１．ＪＲ曽根駅周辺整備について（現地視察）
２．明姫幹線南地区まちづくり計画について（現地視察）
３．曽根塩田跡地周辺整備について（現地視察）
４．教育センター周辺施設について（現地視察）
５．その他
６．閉会中の継続調査の申し出について

7 平成25年  １月28日

１．ＪＲ曽根駅周辺整備について
２．明姫幹線南地区まちづくり計画について
３．曽根塩田跡地周辺整備について
４．教育センター周辺施設について
５．その他

6 12月13日

１．ＪＲ曽根駅周辺整備について
２．明姫幹線南地区まちづくり計画について
３．曽根塩田跡地周辺整備について
（１）不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
４．教育センター周辺施設について
５．その他
６．閉会中の継続調査の申し出について

3 10月22日
１．不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
２．行政視察について
３．その他

4 10月29日
１．不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
（１）曽根塩田跡地等土地利用推進協議会の開催について
２．その他

5 11月12日 １．不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
２．その他

　高砂市議会都市基盤整備対策特別委員会の調査が終わりましたので、高砂市議会会議規則第92条の規定により、ご報告
申し上げます。

1　委員会の設置
 平成24年9月10日

2　委員会の目的
 次の事項について調査・研究並びに本市の進捗状況の把握
 　⑴ＪＲ曽根駅周辺整備について
 　⑵明姫幹線南地区まちづくり計画について
 　⑶曽根塩田跡地周辺整備について
 　⑷教育センター周辺施設について

3　委員会の性格
 地方自治法第110条に基づく

4 委員会の委員数
 7人
 委員長　　生嶋　洋一
 副委員長　砂川　辰義
 委員　　　福元　　昇、藤森　　誠、鷹尾　治久、木谷　勝郎、大塚　好子

5　委員会の経過
　　⑴開会日数　14日
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2 平成25年 　5月13日 １．箕面市まちづくり推進条例等について（箕面市）

8 2月14日

１．ＪＲ曽根駅周辺整備について
２．明姫幹線南地区まちづくり計画について
３．曽根塩田跡地周辺整備について
４．教育センター周辺施設について
５．その他

1 平成24年 10月31日
　　　　　　～11月１日

１．錦海塩田跡地メガソーラー事業について（瀬戸内市）
２．志度駅周辺整備事業について（さぬき市）
３．豊島廃棄物等処理事業について（小豆郡）
４．鴨方駅周辺整備事業について（浅口市）

回 開 催 日 協　　議　　事　　項

11 6月20日

１．ＪＲ曽根駅周辺整備について
２．明姫幹線南地区まちづくり計画について
３．曽根塩田跡地周辺整備について
（１）不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
４．教育センター周辺施設について
５．その他
６．閉会中の継続調査の申し出について

9 3月25日

１．ＪＲ曽根駅周辺整備について
２．明姫幹線南地区まちづくり計画について
３．曽根塩田跡地周辺整備について
（１）不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
（２）曽根塩田跡地の廃棄物の適正処理に関する協定書について
４．教育センター周辺施設について
５．その他
６．閉会中の継続調査の申し出について

10 4月30日

１．曽根塩田跡地周辺整備について
（１）曽根塩田跡地の廃棄物の処理について
（２）不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
２．ＪＲ曽根駅周辺整備について
３．明姫幹線南地区まちづくり計画について
（１）行政視察について（箕面市）
４．教育センター周辺施設について
（１）行政視察について（新潟市・越谷市）
５．その他

12 8月　5日 １．都市基盤整備対策特別委員会報告書に係る意見集約について
２．その他

13 8月12日 １．都市基盤整備対策特別委員会報告書（案）について
２．その他

3 5月23日　　　　
　　　　　　～5月24日

１．新潟市生涯学習センター・新潟国際友好会館について（新潟市）
２．越谷市教育センターの整備について（越谷市）

1 平成24年 10月29日 １．曽根塩田跡地等土地利用推進協議会に委員長、副委員長がオブザーバー
　　として出席

2 平成25年 １月21日 １．曽根塩田跡地等土地利用推進協議会に委員長、副委員長がオブザーバー
　　として出席

3 6月27日 １．曽根塩田跡地等土地利用推進協議会に委員長、副委員長がオブザーバー
　　として出席

4 7月30日 １．明姫幹線南地区まちづくり協議会五役会に委員長、副委員長が出席し、
　　意見交換

14 8月23日 １．都市基盤整備対策特別委員会報告書（案）について
２．その他

　　⑵行政視察

　　⑶その他

６　委員会の結果
当委員会は平成24年9月10日に設置後、各項目について、現地視察及び先進地視察を行い、同時に上記日程のと
おり精力的に委員会を開催し、調査・研究を行い、審査したその状況を下記事項に基づき、報告する。

  １．各事業計画における経緯経過
  ２．現状の進捗状況
  ３．各事業の課題
  ４．委員会としての総括意見集約



14高砂市議会だより　2013（平成25）年11月　第174号

 ⑴ＪＲ曽根駅周辺整備について
 〔経緯経過・資料〕
  ①ＪＲ曽根駅周辺整備に係る経緯経過について
  ②位置図
  ③ＪＲ曽根駅貨物ヤード跡地用地買収
  ④ＪＲ曽根駅前整備基本計画策定業務委託
  ⑤ＪＲ曽根駅周辺整備計画（素案）
  ⑥ＪＲ曽根駅自由通路等検討（案）
 〔現状・資料〕
  ①自由通路の計画について、ＪＲと協議が進められている。
  ②南池時光寺準幹線道路、春日野牛谷準幹線道路の測量・設計業務
  ③南駅前広場の検討を含めたＪＲ曽根駅周辺整備協議図書作成業務
  ④ＪＲ曽根駅周辺整備スケジュール（案）
  ⑤ＪＲ曽根駅周辺道路現況図
  ⑥ＪＲ曽根駅検討図（案）
  ⑦県道曽根阿弥陀線歩道橋附近現況図
 〔課題〕

財源の確保及びＪＲとの協議を計画どおり進める必要がある。
 〔総括〕

〇自由通路を有する橋上駅化の方向性が示され、事業が推進されることと期待する。
〇また、今後、事業化に当たっては実現可能性に向けてのＪＲとの覚書、協定書等の締結を視野に入れるべきで
ある。
〇この間、ＪＲ曽根駅周辺における各道路改良の早期事業化と併せ、駅前広場整備計画の実行及び県道曽根阿弥
陀線歩道橋の整備など、早期実現可能な事業も検討すべきである。

 ⑵明姫幹線南地区まちづくり計画について
 〔経緯経過・資料〕
  ①明姫幹線南地区に関する経緯経過について
  ②明姫幹線南地区位置図
  ③明姫幹線南地区まちづくり協定書
  ④明姫幹線南地区まちづくり協議会規約
  ⑤平成24年度明姫幹線南地区現況図
 〔現状〕
  ①今日まで当初事業計画のまちづくりについて、何ら進捗がなく、進展していないのが実情である。
  ②この間、農地転用等、土地利用の変化により、混在化し、より複雑な土地形成となっている。
  ③明姫幹線南地区まちづくり協議会もまちづくりの進展があるものと大きな期待を寄せている。
 〔課題〕

今日までの土地活用についての事業方針を抜本的に見直し、新たな土地活用の施策を構築するのかどうか土地所
有者全体において、議論する必要がある。

 〔総括〕
〇土地活用方針である市街化区域編入については、今日までの圃場整備の活用の中、非常に厳しい条件があり、
困難であると思料する。
〇今後は兵庫県の市街化調整区域における田園集落のまちづくりに対する特別指定区域制度（別紙）や市街化調
整区域の地区計画制度等の活用も検討すべきである。
〇今後、当局としても当地のまちづくりを支援するため、インフラ整備についても検討し、当計画との整合を取
り、より積極的に推し進めるべきである。
〇まちづくりについては、他市も積極的に条例を制定している。まちづくり推進条例も調査・研究の上、制定すべき
である。

〇当地域は高砂市の中心部に位置している。高砂市の将来のまちづくりの拠点としても重要であり、高砂市の重
点施設も設置し、当地のまちづくりを誘導すべきである。
〇JR曽根駅を当地のまちづくりの拠点として位置づけ、周辺地域から当駅への交通アクセスの整備を図るべきで
ある。

 ⑶曽根塩田跡地周辺整備について
 〔全体経緯経過・資料〕
  ①曽根塩田跡地等に関する経緯経過
  ②市道等位置図
  ③市道曽根１～４号線幅員現況図
 〔全体総括〕

資料により、周辺道路状況が示されているが、将来、当地域周辺計画事業の進捗と併せ、それぞれの事業計画に
対する環境整備事業も視野に検討していく必要がある。

Ⅰ　不燃物処理場跡地メガソーラー誘致について
 〔経緯経過〕

不燃物処理場跡地は、昭和48年に高砂市が塩田跡地を買収し、昭和48年10月から廃棄物の最終処分場として埋め
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立てを行ってきた場所である。その後、埋め立てが終了し、平成11年度及び平成17年度に最終処分場としての用途
を廃止し、現在に至ったものである。

 〔現状〕
①この不燃物処理場跡地において、高砂市は、公有財産の有効活用と太陽光発電による再生可能エネルギーの普
及を図るという目的のもと、有償貸付により、メガソーラーを誘致することとした。
②平成24年11月13日より募集を始め、12月11日に入札を実施した。その結果、落札者はＳＢエナジー株式会社、
落札額は年額17,441,530円に決定した。
③その後、12月20日に基本協定書を締結し、平成25年4、5月に事業者が現地測量を行い、5月に事業計画書等
の提出を受け、平成25年6月28日に賃貸借契約を締結した。
④事業者は平成25年7月より工事を開始し、平成25年度内の運転開始を予定している。

 〔総括〕
今後は、募集要項、基本協定書、賃貸借契約書、事業計画書等に基づいて、確実に事業が実施されるよう、相手
方との十分な対応を特に要望する。

Ⅱ　曽根塩田跡地の廃棄物の適正処理について
 〔経緯経過〕

平成14年に曽根塩田跡地に不法投棄された産業廃棄物については、一部は撤去されたものの、地中に9,168㎥が
残されたまま処理が進まない状況で、長年の懸案事項であった。

 〔現状〕
①平成23年9月、競売により㈱マツヒロ（金属スクラップ業）の社員である松川純三氏への売却が決定した。
②平成24年7月18日、土地所有者の松川氏から東播磨県民局へ不法投棄された廃棄物の処理に関して、「高砂市
曽根町塩田跡地廃棄物処理計画」が提出された。
③平成24年7月26日、曽根塩田跡地の廃棄物の処理対策について検討する「第6回高砂市曽根町新開地区環境改
善協議会」が開催され、松川氏、地元代表、県、市及び委員長ほか地元議員の出席のもと、「高砂市曽根町塩
田跡地廃棄物処理計画」について協議がなされた。その中で松川氏から廃棄物の処理は7エリアに分けて７年
計画で実施したい等の説明があった。地元からは具体的な処理工程や処理の履行に関して協定を締結してもら
いたいなどの要望があった。
④平成24年9月3日、「第７回高砂市曽根町新開地区環境改善協議会」が開催され、第6回の協議会の指摘事項
や要望について松川氏からの回答があり、協議の結果、「高砂市曽根町塩田跡地廃棄物処理計画」が了承され
た。
⑤平成25年1月30日、市役所で協定書の調印を行い、市、曽根町連合自治会、曽根塩田跡地等土地利用推進協議
会、松川氏、㈱マツヒロにおいて曽根塩田跡地に不法投棄された産業廃棄物の適正処理に関する「協定書」を
締結した。
⑥平成25年4月9日、廃棄物の処理に関する現場説明会が開催され、県、市、曽根町連合自治会長らが立ち会い、
松川氏から説明を受けた。
⑦平成25年7月18日、廃棄物の処理を一部開始した。

 〔総括〕
今後は、県及び市による指導のもと、高砂市曽根町新開地区環境改善協議会においても協議が継続され、廃棄物
の適正な処理が処理計画に基づいて確実に実施されるよう特に要望する。

 ⑷教育センター周辺施設について
 〔経緯経過・資料〕

①教育センター等の現状・課題
②教育センター等配置図
③高砂市教育センター等配置図
④教育センター土地借用に関する経緯
⑤曽根天満宮高砂市使用区域図
⑥曽根天満宮に係る高砂市使用用地一覧表
⑦マイロード事業内容
⑧マイロード事業の過年度施工箇所
⑨マイロード事業計画図

 〔現状〕
①新図書館の建設スケジュールが示され、事業化が図られている。
②高齢者大学は生石宿泊センターへの移転の方向で教育委員会では検討されている。

 〔課題〕
①高砂市と曽根天満宮との借地関係を相方理解の上、整理を行う必要がある。
②マイロード事業が中断しているが、今後、整備方針を実行に移す必要がある。

 〔総括〕
〇今後、これらの経緯経過を踏まえ、現状の進捗と併せ、将来への教育センター周辺施設整備について、課題整
理の検討を行い、地元関係者との十分な協議を行う必要がある。
〇また、高砂市所有地の活用についても、同時に市民の施設として、対策を講じる必要がある。
〇今後の方向性として、新図書館・教育センター及び跡地活用等のスケジュール（案）（別紙）が当局から提出
され、当委員会として、確認した。
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平成25年２月27日の委員会報告を行った以降、本委員会において調査・検討を重ねた「議会改革に係る諸課題」について、
高砂市議会会議規則第45条第２項に基づき、次のとおり中間報告を行う。

1　調査特別委員会設置等
　⑴　委員会設置　平成24年3月23日　　役員改選　平成24年９月11日

　⑵　委員会構成
　　　　委 員 数　7名
　　　　委 員 長　砂川　辰義　　副委員長　川端　宏明
　　　　委　　員　横山　義夫　　鈴木　正典　　鈴木　利信　　中西　一智　　小松美紀江

　⑶　委員会開催状況　13回開催（平成25年2月27日以降）

　⑷　先進地行政視察
　　　　日　　程　平成25年5月16日・17日
　　　　視 察 先　佐賀県鹿島市・山口県防府市
　　　　視察内容　⑴ 議会改革について　　⑵ 議会運営について

2　調査検討経過の概要
　平成25年3月定例会で当委員会が中間報告後からの協議項目とその協議経過の報告をする。

〈委員会での調査検討項目〉
⑴　議会運営について
試行で一般会計のみ質疑の発言事前通告を行ってきたが、平成25年6月定例会において、委員会の意見として、発言事前通
告の範囲を拡大し特別会計及び企業会計まで広げて、試行を行った。9月定例会についても6月定例会と同様に継続して行う
ことを提言する。
なお、3月定例会については、当初予算関係議案のボリュームが大きいことから見合わせるものとして意見する。

⑵　地方自治法第96条第2項議会の議決事項の追加事件について
昨年から継続としていた、議会の権能を高めるための議会の議決事項の追加事件については、地方自治法一部改正（平成23
年5月法律第35号）により「議会の議決を経てその地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想」の義
務付けが廃止されたことにより、その基本構想の策定、変更又は廃止については、議会基本条例の制定を待つことなく議会の
議決すべき事件を定め、単独の条例として近いうちに制定するのが望ましいと提言する。
また、その基本構想に基づく基本計画の策定、変更又は廃止についても規定すべきと提言する。さらに、議会及び市長等執
行機関が必要があると認めることがある際の対応を想定し、議決事件の拡大について双方が協議することの規定を設けること
についても併せて提言するものである。
なお、運用に当たっては、議会及び市長等は、濫用しないものとし、付すべき事件があるときは、議会運営委員会で取り扱
いを協議するものとする、としたうえで、市民の権利・義務に重要な影響が及ぶ等の一言を付け加えるべきとの意見もあった。
その他、早急に進めるべきではないとの意見もあった。

⑶　議会の議員定数及び議員報酬について
平成25年2月9日（土）に全国市議会議長会法制担当参事である廣瀬和彦氏を招いてテーマ「地方議会議員活動のあり方」

について講演を受け、また、8月17日（土）に委員会の参考人意見陳述会を開催し、市民10名からの意見を聴き、当委員会と
して意見を次のように集約した。
ア　議員定数について
意見陳述会では、報酬を下げてでも議員定数を維持すべきとの意見もあったが、研修会での講演内容は、議員定数と報酬を
関連づけるものではないという趣旨の説明もあり、委員会としては、報酬と定数を切り分けて協議した。
その結果、1名減とする意見が4名で最も多く、4名減が1名、現状維持が2名となり、削減が望ましいという意見が過半
数を占めた。
イ　議員報酬について
報酬については、増額すべき、又、逆に減額すべきという意見もあったが、参考人意見陳述会では、現状維持が望ましいと
いう意見が最も多く、「民間の給与水準を参考にすべき」、「十分な議員活動を行う上では適切」「近隣市と比べ多くもなく、
少なくもない」等の意見があった。
意見として参考人意見陳述会及び研修会の講演内容も踏まえ、ただ単に下げるばかりでは、議員候補者となるものが偏る恐
れがある。地方分権が進む中で議員活動を行う時間が増え、職業としての議員活動が行える生活給的なものを図らないと、稼
働年齢層からの候補者が出にくくなり、候補者の偏りが発生することや副業収入等を持つ者からでないと候補者になりにくく
なる恐れがある。
よって、現状維持が望ましいとするが、特別職報酬等審議会の意見も尊重する。

3　今後の課題について
明年の市議選を控え一定の協議結果をまとめ今回提言を行ったが、本来の目的である、市民に開かれた議会をめざし、高砂市
議会としての方向付けが必要であることは議論を待たないところである。
地方自治法第96条第２項 議会の議決事項の追加事件については条例制定を進めるべきである。また、議員定数についても早急
に条例制定を進めるべきである。
今後は、当委員会及び議会は、地方分権改革の議論と二元代表制の下での地方議会の位置づけとして、高砂市の自治を守り、
自治体の重要事項は議会の権限として捉え、高砂市議会の議会運営をしっかりと見定め、議会基本条例等について、引き続きの
調査・検討を進めていくことを確認し、中間報告を終わる。

議会改革検討特別委員会中間報告書

高砂市議会
　議長　入　江　正　人　様

平成25年9月4日

議会改革検討特別委員会
委員長　砂　川　辰　義
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